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１． 事業の背景
近年，導電性高分子，有機 EL ディスプレイ，有

機薄膜太陽電池，有機 FET など有機電子材料・デバ

イスが注目を集めている．しかし，一般に有機材料

は無機材料と比べ温度や湿度，酸素等により劣化し

やすく，デバイスに用いた場合その安定性が課題と

なる．

我々は，有機発光材料であるπ共役高分子を無機

母材中に均一に分散することで，長期間安定して発

光するばかりでなく，複数の色を混色できる発光デ

バイスの研究に取り組んでいる 1)．この技術を活か

し，導電性を持つπ共役高分子を光電変換材料とし

て利用することを検討した.これまでに研究してき

た色素増感太陽電池 2-4)の技術を併用し，まず色素の

代わりにπ共役高分子を増感剤として使用した光電

極を試験した．次いで，π共役高分子を無機母材中

に分散させた有機/無機ハイブリッド材料を太陽電

池の光電極として利用できないかを試験した.最後

に，π共役高分子と無機複合材料を用いた新しい光

電極の構造について試験した．

２． 実験および考察

２．１ 色素増感型光電極
色素増感太陽電池では，二酸化チタン多孔質膜に

色素を吸着させることによって可視光を吸収して光

電子を発生する光電極として用いている．有機/無機

ハイブリッド太陽電池の可能性試験の最初のステー

ジとして，この二酸化チタン多孔質膜を色素ではな
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く，新たに合成したπ共役高分子で増感することに

より，光電流が発生するかについて実験を行った．

二酸化チタン多孔質膜は，既報 3)のように作製し

た．これを 120℃に加熱した後，π共役高分子のテ

トラヒドロフラン（THF）溶液に 16 時間浸漬し，

高分子で増感した光電極を得た．この光電極を THF

で洗浄・乾燥後，色素増感太陽電池と同様の対極お

よび電解液を用いて太陽電池（セル）を作製した．

なお，発光デバイスの場合と同じくπ共役高分子の

混合による効果があるかどうかを検証するため，複

数の種類の高分子を混合した系も用いた．

このセルを 4 端子接続し，模擬太陽光照射装置で

AM1.5，照射強度 100mW/cm2 の光を照射し，ソー

スメーターで電圧を掃引しながら電流を測定した．

図 1 に，π共役高分子で増感した光電極を用いた

太陽電池の出力特性（J-V 曲線）を示す．光電流は

短絡時に 0.1mA/cm2 程度，エネルギー変換効率は

0.012%と小さいながら，増感していないものと比べ

有意な出力を示し，π共役高分子が光吸収－電子発

生に有効であることが分かった．

有機/無機ハイブリッド材料の発光体利用 5,6)で

は，異なる種類のπ共役高分子を混合することによ

り，発光色を混色することができるという利点があ

る．しかし，本太陽電池では高分子を混合して用い

たセルは出力が低く，増感剤を全く用いないセルと

同等であった．色素増感太陽電池では，複数の色素

を混合すると色素分子間でエネルギーをやり取りし

てしまい，電極から取り出せる電流が減ると考えら

れている．このことから色素増感太陽電池と同様の

本構造を用いた場合はハイブリッドの長所である有
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ことで比較的高い太陽電池出力が得られた．また，

π共役高分子を混合して用いることができ，そのこ

とによる有効波長の拡大の可能性も示された．しか

しながら，得られた太陽電池の出力は従来の色素増

感太陽電池ばかりでなく有機薄膜太陽電池と比較し

ても低いものであり，今後の材料および構造の最適

化による一層の改善が必要と思われる．
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